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病理診断では、染色した組織・細胞形態を顕微鏡下で観

察し、がんの有無を判断している。しかしながら、がん細

胞の形態変化は非常に微妙なものもあり、正確な診断は時

に非常に難しい。バイオマーカーの検出等による新規の質

的診断技術の開発が求められている。今回我々は、表面増

強ラマン散乱 (Surface-enhanced Raman scattering; 

SERS) イメージングによる質的病理診断技術実現の可能

性を得たので報告する。 

SERS は、局在表面プラズモン共鳴による増強場で、ラ

マン散乱光を増強することにより、非標識かつ高感度に分

子を同定する技術であるが、高均一な微細構造の作製が難

しいことから、イメージングへの応用が進んでいなかった。

これを解決するために、我々はベーマイトの自己組織化構

造に金を蒸着するプロセスを利用して、cm2 オーダーの大

面積で高均一な増強度を実現する SERSデバイス（Gold-nanofève; GNF） を開発した[1, 2]。 

これにより、病理組織中のがん部に特異的に発現するバイオマーカーを、可視化するこ

とができるのではないかと考えた。マウス脳の syngeneic な神経膠芽腫モデルの凍結がん

組織を使用し、GNF上にのせてラマン散乱光スペクトルのイメージングを実施したところ、

がん部で高値を示す複数の代謝物によるラマン散乱光を検出することができた。さらに、

取得したラマンスペクトルに統計画像処理を実施し、がん部を自動的に抽出することに成

功した(図 1)。 
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図 1 (a)HE染色像 (b)SERSイメー

ジング結果(485cm-1) (c)病理医によ

るがん部の診断結果 (赤：がん部) 

(d)SERS イメージングによるがん

部自動抽出結果(白：がん部) 

(バー：0.5mm) 

(参考文献[2]より抜粋) 
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